
２０１３（平成２５）年度入学試験（第二次日程）既修コース

試験（憲法）について

【出題趣旨】

設問は、憲法の基本的な教科書であれば、必ず書いてある「公務員の政治活動の自由」

がテーマである。有名な最高裁判決として全逓猿払事件最高裁判決（1974（昭和 49）年 11

月 6 日）がある。しかも、設問例に近い事案を扱った判決として、2012（平成 14）年 12

月 7 日最高裁第二小法廷判決（２つの事案を扱っている）がある。したがって、この３つ

の判決の内容が理解できているかどうかがポイントである。

なお猿払事件では、旭川地裁、札幌高裁で「ＬＲＡ（より制限的でない他の選択手段）

の基準」をつかって違憲としたので、それを知っていると違憲の主張・判断に採用できる。

その点も出題意図の１つ。

また、憲法４１条、７３条にいう委任立法の限界の争点も関係しているので、これにも

ふれると高評価になる。

【採点のポイント】

○ 全逓猿払事件最高裁判決および最近の社会保険庁および厚生労働省職員事件最高裁判

決の内容がしっかり理解できているか？

○「判断枠組み」がしっかり把握されているか？

１，表現の自由の制約＝最小限でなくてはならない

２，判断枠組み１＝「ＬＲＡ（より制限的でない他の選択手段）の基準」

判断枠組み２＝禁止の目的、禁止の目的と禁止される行為との間の合理的関連性、禁

止によって得られる利益と失われる利益の均衡（合理性の基準）

○「事実評価（あてはめ）」がしっかりなされているか？

（違憲判断の例）

１，禁止の目的＝公務員の政治的中立性の確保

２，ただし、禁止される政治的行為については、公務員の地位、職務の内容や権限、禁止

される行為の性質、態様などを総合して判断する。

３，この場合は非管理職、休日、私的な行動あたりをどう判断するか？→違憲

（合憲判断の例）



１，公務員の全体の奉仕者としての性格→国民の共同利益の確保（目的は正当）→制約さ

れる権利は付随的制約にすぎない。→合憲


